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研究成果の概要（和文）：　わが国では、長年にわたり、林業は衰退し、森林は荒廃してきた。森林保全、森林
涵養のため、独自の環境課金政策をとる自治体も増加傾向にあったが、国としての試みはなかった。しかし、漸
く、 2024年度から、国税としての森林環境税が導入されこととなり、それに先立ち、森林環境譲与税による地
方自治体への譲与もすでに開始された。森林が7割を占めるわが国にとって、公共的機能に富んだ森林の保全は
必須である。そのため、本研究では、森林への環境課金政策とその有効性について、特にノンポイント汚染に焦
点をあて、分析を行った。付随的には、森林に関する各国における環境課金政策の比較・検討も行った。

研究成果の概要（英文）：In Japan, the forestry industry has declined and forests have been degraded 
for many years. There was an increasing trend in the number of local governments adopting their own 
environmental charging policies for forest conservation and forest recharge, but there was no 
attempt by the national government. However, the forest environment tax will finally be introduced 
as a national tax from fiscal 2024, and prior to that, the forest environment transfer tax has 
already started to be transferred to local governments. For Japan, where forests occupy 70% of the 
land, it is essential to conserve forests, which are rich in public functions. Therefore, in this 
study, we analyzed environmental charging policies for forests and their effectiveness, especially 
focusing on non-point pollution. In addition, we also compared and examined environmental charging 
policies in each country regarding forests.

研究分野：ミクロ経済学

キーワード： ノンポイント汚染　森林環境税　森林環境譲与税　環境税　森林涵養
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　森林の有する公共的機能は多数ある。森林が7割を占めるわが国にとって、健全な森林は必要不可欠である
が、林業の衰退、森林の荒廃は長年にわたり、喫緊の課題であった。各自治体のとる森林涵養のための政策に加
え、国もようやく森林環境税の導入に踏み切った。しかし、それらの政策が健全な森林の保全につながるかは検
討の余地がある。そこで、それらの政策の課題、問題点を整理するとともに、森林涵養に有効な環境課金政策を
論議すること、有効な環境課金政策を提言することは些少でも森林涵養に資すると考え、本研究を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
わが国は、国土の3分の2を森林が占める世界でも有数の森林国である。森林の有する機能は、

CO2削減のみならず、水源涵養、生物多様性の保全、土砂災害の防止など多岐にわたるが、森林スト

ックは公共財的性格を持つものの、通常、森林涵養への個人の関心は希薄である。長年にわたる承

継者不足、木材価格の低迷、林業従事者の高齢化などにより、森林は荒廃し、森林の公益機能の低

下はすでに民間での対応が不可能な段階に達し、森林保全は喫緊の課題となっていた。1990年代より

地方自治体レベルでの基金、2003年より森林環境税の類は導入されてはいたが、全国的には森林の

荒廃は解消されておらず、国税としての森林環境税の制度設計が検討されるに至った。しかし、国によ

る新税と、すでに地方で導入済みの森林環境税との相違点は提示されず、新税が実現すれば、地域

によっては多重課税という事態が生ずる。森林環境税には、課税目的・内容説明の不十分さ、さらには

二重、三重課税、課税の不公平性、使途の不透明感などの批判や、受益と負担の不明瞭さから安易

な財源確保との指摘も多い。しかし、それらを論理的に分析した研究は皆無に等しいため、望ましい森

林涵養の財源を理論的に探ることが必要と思われた。さらに、当初は、湖沼で問題となっていた汚染

源の特定が困難なノンポイントソースによる汚染が、森林にも大きな影響を与えることに着目し、その

汚染削減条件を論議することとした。以上が、適正な財源を求め、汚染を削減することで、持続可能な

森林の成長と森林の保全を図ることを、本研究の課題とした背景である。 

 
２．研究の目的 
 研究開始時には、既存の森林環境税に関する研究は、創設の経緯、各自治体の導入の実態と

相違点の整理、海外事例との比較、問題点の指摘に焦点をあてたものが殆どであった。そこで

本研究では、費用負担、徴税方法、二重課税、税の公平性、税収の使途や政策評価などを理論

的に分析し、経済学的結論を得るとともに、森林涵養に望ましい財源、強いては税制を提言す

ることを目的とした。副次的な目的としては、環境経済学分野での理論的分析はほぼなされて

いないノンポイントソース汚染にも言及し、その削減条件を導出することである。 

 
３．研究の方法 
 順次、以下を実施した。 

・既存の文献・資料の収集・整理、NPS汚染の実態把握 

・国内外の森林環境税の実態（課税方式、使途、政策） 

・現行課税方式・森林涵養政策を理論モデルにより評価 

・費用負担面からの望ましい税制・政策の提言 

・環境課徴金政策による NPS 汚染削減条件の導出 
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